
声楽指導における指導言の意味づけに向けた考察
―イメージの具体性をめぐって―

本研究は，声楽指導の中でどのような指導言を使って指導を行い，それが履修生の学修にどのように影響し
ているかを検討したものである。検討においては，声楽の教則本である，「コンコーネ50番練習曲」を使用して，
２つの観点である，即座に反応することができる応答力（観点１），音楽に連関のある専門的知識を要する（観
点２）から導き出した３つのケースから行った。そこから，「事柄（問題点）⇒ことば（説明）」，「ことば⇒
ボディーランゲージ（動き）」，「ボディーランゲージ（理解）⇒学び」といった学びの構図が確認された。
　
キーワード：声楽指導，指導言，イメージの具体性，ボディーランゲージ
　

ガハプカ　奈美
（教育学科）

1．問題提起
　本研究は，声楽指導の中で使用している指導
言の意味づけについて，実際の授業での事例を
基に，以下，２つの観点から検討したものである。
観点１．即座に反応することができる応答力
観点２．音楽に連関のある専門的知識を要する
　各観点は，声楽指導において，指導者が当然
の事として用いている場合が多く，何かの指導
書に書いてある言葉である可能性は低く，声楽
指導の行うものが今，目の前にいる声楽学習者
への指導として発する。
　一方で筆者は声楽指導をしている場面で，「指
導で使用していることばが果たして学習者にど
のように影響を与え，各自の学びにつながって
いるのか」ということを常に感じていた。
　学校教育に限らずとも，芸術活動の中にも，社
会の様々な活動においても「言語活動の充実」や「コ
ミュニケーション能力」が求められているであろう。
　声楽は声である身体の一部が楽器であるた
め，他の楽器にはない指導方法があるはずであ
り，声楽学習者の本来の学びを見つめるために
は，指導者がどのようなことばを発し，どのよ
うな影響を与え，結果何が起きているのかを，
客観性を持ち指導場面そのものについて読み解

く必要がある。
　以上の事を踏まえ，コンコーネ50番練習曲
の指導に焦点を当て，声楽指導時のことば（ケー
ス①）と指導時のボディーランゲージ（ケース
②）そして，学習者の演奏の変化（ケース③）
を詳細に検討する。ケース①は，学習者の歌唱
に対して基本的な発声について指導すること
ば，ケース②は，イメージを指導者の身体を使っ
て表して指導する場面，ケース③は，ケース①
およびケース②に対してどのような演奏の変化
が起きたかを示すものである。
　
２．先行研究の検討と検討課題および目的
2－1 声楽指導場面における言語に関する研究
　「歌唱指導の指導言を再考する―大石哲史の
指導言の位置づけから―」の中で，加藤は，①
日常のからだと歌をつなげる②日本語の話しこ
とばの特性を生かして歌う③歌詞と音楽を切り
離さないという３つの内容で，大石氏の指導言
について考察をし，「からだもことばも声帯の
状態も一人一人違うのだから，歌の指導に一般
論はない」という姿勢に対し，教育の現場（一
斉授業）で専門的歌唱指導が生かされることの
必要性ⅰを強調している。
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　その中で，「何もしないからだ（リラックス
したからだ）でざっくばらんに歌いだす」こと
や，「何かをしながら歌うⅱ」と一見相反する言
葉がみられる。これは，歌うことへ意識が向か
ないようにすることで，自然に声を出させよう
とすることである。
　大石は，「空中に字を書きながら歌って」や
「編み物をしながら歌ってⅲ」など指示を出して
いる。このことは，歌をうたおうとすると，肩
やノド，胸を固くしてしまう場合が多く，これ
を避けようとしたことが明確に表れている。
　加藤によれば，「何かをしながら歌う」とい
う指導言は，第一に歌うことを特別なことと考
えさせないという点で重要だⅳと述べ，歌唱を
する際に，正しい姿勢でまっすぐ立ち，肩やの
どに力が入らないように，さあ，歌いましょう，
と指導をして，正確にリラックスした姿勢でよ
い声が出るとは限らないことを示唆している。
　大石によれば，「ブレスをあえてしない，音
楽の流れを感じることⅴ」と述べ，ブレスをする
ことで音楽の流れが阻害されたり，ブレスをし
たことによってからだに余計な力が入って次の
フレーズがうまく歌唱できなかったりすること
を問題視した。このことに対し，加藤は，大石が，
技術の習得よりも歌うことへの意識の持ち方を
問題とした大石の指導言の特徴ⅵであるとした。
　
2－2 身体教育での指導言語に関する研究
　「授業論における意味論的議論の必要性―向
山洋一氏の「指導法」への宇佐美寛氏の語用論
観点からの擁護を批判する―」の中で，適切な
指導言の伝達方法ⅶが重要な問題であるとして
いる。つまり，何かを達成するために発する指
導言について，指導者が適切な形で適切なタイ
ミングで発することができるか否かが非常に重
要であるということである。このことを，論文
中では，教師が指導言の適切性に「思い当たる」
さいの条件として，その指導言がいかに，また
なぜ生まれたのかの問題をさけて通るわけには
いかないⅷとしている。
　教師（指導者）が指導言に対して，その適切
性を感じその場面に応じて発するには，教師が

豊かな想像力と豊富な経験をもってあたらねば
ならないということでもある。
　また，小川は，本論で，効果的な指導言を教
師間で共有するとき，教師が「思い当たる」こ
とと，児童が「思い当たる」ことは同じではな
いⅸ，と述べ，指導言は自らが経験したことを
もって，特定の子どものどんな学習場面で使う
かという指導上の判断は観察場面での学習者の
学習状況が特定されていなければ，引きだしえ
ないⅹとしている。
　授業実践は，なぜそうなるのかという一般論
をもたず，教師（指導者）が経験してきたこと
を自身の経験的知恵として妥当性を瞬時に判断
し発している場合が少なくない。しかし，それ
を一般化する「理論」について論ずることを放
棄することはせず，実践の仕方として，言語化
したものを「理論」の問題として検討すること
が研究者の任務であるⅺとしている。
　以上のようなことから，歌唱指導―身体教育
における指導言においても，未だ明確な「理論」
の方向性が示されていないことが明らかである。
　
2－3 検討課題と目的
　上記の先行研究を概観した結果も踏まえ，本
稿では，観点１．即座に反応することができる
応答力および観点２．音楽に連関のある専門的
知識を要する，の２つの観点をもち，声楽指導
の指導言の実際について述べていきたい。その
際，以下のような３つのケース
・声楽指導時のことば（ケース①）
・指導時のボディーランゲージ（ケース②）
・学習者の演奏の変化（ケース③）
を詳細に調査し検討する。
　ケース①は，学習者の歌唱に対して基本的な
発声について指導することば，ケース②は，イメー
ジを指導者の身体を使って表して指導する場面，
ケース③は，ケース①およびケース②に対してど
のような演奏の変化が起きたか，あるいはどのよ
うな感想をもったかを示すものである。
　本稿の目的は，声楽指導における指導言の関
係について言及し，よりよい歌唱教育における
ことばによる学びの可能性を探ることにある。
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３．本稿での研究方法
3－1　授業の概要
（1）対象
　観察期間：2022年４月～2022年７月
　　　　  2023年４月～2023年７月
　科目名，対象回生及び人数：
　「声楽１」
　（音楽教育学専攻１回生，約50名）
　＊人数は２年間の合計人数である。
（2）授業の内容
　「声楽１」の授業は，音楽教育学専攻の卒業
必修科目であり，専攻の学生は全員履修するも
のである。授業内容は，声楽の導入の授業であ
り，履修生全体を２つに分け，隔週で「ヴォイ
ス・トレーニング」クラスと「声楽曲」クラス
に分かれて実技レッスンを行っている。
　本稿で取り扱う「ヴォイス・トレーニング」
クラスでは，声楽を初めて学修する履修生も，
数年間声楽を学修してきた履修生も同じ教材を
使って授業を進めている。使用教材は，コール
ユーブンゲン（Chorübungen）ⅻとコンコーネ
50番練習曲（中声用）xⅲを用いた。なぜ，コン
コーネ50番練習曲を使用するのかについて述
べるならば，以下のようなことが言える。
①�歌唱活動に欠かせない伴奏と歌唱との関係つ
まり，伴奏の旋律が声部の旋律を重複しつつ，
左手部では，必要な和声感を充填するように
書かれている。
②�歌唱しながら聞き取らねばならない，和声の
進行を確実に感じることができるように書か
れている。
③�伴奏が分散和音で書かれており，旋律を歌唱
しながら，その和音構成を感じることができる。
④�様々な音楽技法がバランスよくちりばめられ
ており，リズムパターンや和声進行のパター
ンなど他のナンバーで違う形で繰り返し出現
しており，学習者が無意識に学修できるよう
に工夫がなされている。
　このように，コンコーネ50番練習曲は，声楽
教本として，伴奏部分においても同時に学び得，
なおかつ様々な音楽的表現と声楽における技法
を併せて習得するにふさわしい教材と言えよう。
　

3－2　授業分析の方法
　授業後の学生自身の振り返り（振り返りシー
ト）および，筆者自身の授業ノートに基づき，
ケース①からケース③にあてはめながら検証し
ていく。
・声楽指導時のことば（ケース①）
・指導時のボディーランゲージ（ケース②）
・学習者の演奏の変化（ケース③）
　使用楽曲は，最初に，コンコーネ50番練習
曲第１番について指導時の調査を一覧表にし
た。（表１）第１番では，音の上行に伴うデ・
クレッシェンドに気づき，歌唱実践をすること
に着目して考えたい。

第１番にみられる展開
　１小節目に第３音重複・導音重複があるよう
に見えるが，細かく見てみると，さほどややこ
しい和音ではなく，Ⅰ―Ⅰ―Ｖ―Ｖと分析でき
る。
　ここまでの伴奏は，右手でメロディーをなぞ
るような書き方になっており，第２小節にはⅦ
の導音省略，第４小節にはⅤの導音省略，と分
析することもできそうだが，短い音符であるの
で，外音として考える。中間部では，左手は保
続音，右手は旋律を弾かず，和音を弾いている。
　次に再現部をみてみると，最初の部分に比べ
ると，第21小節から少し旋律や和声が変化し
ている，A B A’ の三部形式として展開してい
る。
　

表１：コンコーネ1番にみられた指導言
＊Ｔ…教員　Ｓ…履修生

ケース① ケース② ケース③
♪歌唱１ ♪歌唱１ ♪歌唱１
Ｔ：とても良い声
が出ていますね。
次は（楽譜内最初
の４小節を指して）
この部分の強弱に
気をつけてもう一
度歌いましょう。

Ｔ：歌唱に併せて
伴奏を弾いている。

Ｓ：音は楽譜通り
に歌唱するが，強
弱が楽譜通りでは
ない。

Ｔ：楽譜を示し，
よく見てほしい箇
所をしっかりと見
えるようにする。
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　表１からは，下線部にあるように，ことばと
動作が一致している。ことばだけでの説明で
は，具体的なイメージが作りにくい場合にあっ
ても，ことばを発しながら，動作（ボディーラ
ンゲージ）を一致させ示すことによって，具体
的なイメージが捉えやすくなり，履修生の中で，
楽譜に書かれていることが，ことばによる説明
と，具体的なイメージの動作によって完全に一
致したとき，表１ケース③太字の「なるほど」
と納得でき，演奏に活かすことができることが
明らかである。
　次に第３番を例に考えたい。第３番では，

ケース① ケース② ケース③
♪歌唱１ ♪歌唱１ ♪歌唱１
Ｔ：では，第３番
を歌ってみましょ
う。１，２番に比べ
て少し長めですの
で，最後まで集中
して歌いましょう。

Ｔ：長めでも問題
なく歌唱できまし
たね。もう一度楽
譜を見ましょう。

Ｔ：伴奏を弾く Ｓ：長いな，と感
じるが，伴奏の音
も多いから歌いや
すそうだ。

♪歌唱２ ♪歌唱２ ♪歌唱２
Ｔ：そうですね，
みなさん強弱がこ
れまでの感覚と
違っていることに
気がついてそれを
正確に表現しよう
としましたが，思
うようにいかな
かった…という
感じの演奏でした
ね。音程が上がっ
ている場合クレッ
シェンドはつけや
すいですが，ここ
には，逆のデ・ク
レッシェンドがつ
いています。これ
を歌うときは，こ
のようなイメージ
を（調査②）もっ
て歌唱してみると
良いですね。右手
は響きを表してい
て，大きな放物線
をゆっくり描くよ
うに歌い，左手は，
何か重い物を抱え
ているような気持
ちで歌ってみま
しょう。

Ｔ：右手は頭より
上の方へ放物線を
描くように差し出
しながら，左手は
下腹で支えるよう
な動作をする。

Ｓ：Ｔがするよう
に両手を使って動
いてみる。

Ｓ：上行音程を歌
いながらデ・ク
レッシェンド（だ
んだん弱く）しよ
うと苦慮する。

Ｓ：自分の身体が
楽器であるため，
うまくコントロー
ルできていないこ
とにもどかしさを
感じている。

Ｓ：声楽には歌詞
がついているた
め，音が上行して
いる場合にあって
も，歌詞の内容に
よっては，だんだ
ん弱く演奏するよ
うな楽曲もあるこ
とを知り，「なる
ほど」という態度
になる。

♪歌唱３ ♪歌唱３ ♪歌唱３
Ｔ：「右手はゆっく
りと美しい放物線
を～左手はどっし
りと重さを感じて」

Ｔ：ピアノ伴奏を
弾きながら強弱を
伴奏で大げさにつ
ける。
Ｓ：具体的なイ
メージをもって，
両手を使って動き
ながら歌唱する。

Ｓ：具体的に身体
を使ったり，イメー
ジを持ったりする
ことで音の上行に
併せてデ・クレッ
シェンドがかかる
ようになった。

１，２番よりも曲が長くなり，41小節となる。
Andante con moto（中庸な速さで動きをつけ
て）のテンポで，ハ長調４分の４拍子で書かれ
ており，歌唱しやすい楽曲ではあるが，１，２
番に比べると，音の跳躍が大きくなって４度の
跳躍があり，その部分をスムーズに歌唱する必
要がある。また，伴奏には，四声体の和声進行
を基本としたような左手の動きがあり，右手に
は，和音構成音を分散型に動きを持たせている。
　このことによって，歌唱における基本的な伴
奏の形を感じつつ歌うことが可能となる。

第３番にみられる展開
　まず，第３番はA B（コーダ）という二部形
式である。ただし A自体が二部形式，B自体
も二部形式で書かれているため，「複合二部形
式」であることも理解しておく必要がある。
　まず Aの部分は，８小節＋８小節の２部形
式になっており，第１小節の F音は，経過音
と分析できよう。
　次に伴奏に目を向けると，右手は，いわゆ
る「分散刻み」の形で旋律をなぞったり，なぞ
らなかったりしている。続いてBの部分は，A
部分同様に，８小節＋８小節の二部形式になっ
ている。旋律は，少しずつ高くなり，盛り上がっ
てゆくように書かれている。さらに第25小節
には，平行調である，a-moll（イ短調）が現れ，
切なさが高まるように書かれている。
　

表２：コンコーネ第３番にみられた指導言
＊T…教員　S…履修生
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ずつ丁寧に見ていく必要がある。
　Ｃ音が始まるのは，10小節３拍目の伴奏の
和音と旋律のＣを歌い，４拍目の休符のブレス
のタイミングに加え，ブレスはどのようなイ
メージをもって取るのが良いかを実演を交えて
歌唱する。その後，11小節１－２拍の和声と
３－４拍の和声を弾きながら，そのような気持
ちになるか，考えたり，バス音の動きを確認し
たり，強弱を確認することを怠ってはいけない。
次に12小節１－２拍の和声を確認し，10小節
から出てくる４つの C音を意識できるように
する。その後，12小節の１－２拍から３拍の
Ａ音の３度の下行を確実に捉えられるように音
の確認をし，９小節から12小節の歌唱をゆっ
くりと開始してみるように，ゆっくり確実にひ
とつずつの和音を感じられるように進めていく
ことが必要である。
　次にコンコーネ50番練習曲から，特徴のあ
る和音を使ったナンバーを用いて，学生とのや
り取りの分析を行う。
　最初に取り上げるのは，ナポリの６度と言われ
る和音を感じて歌唱練習をする，第36番である。
　まず，練習曲内に出てくる「ナポリ和音」に
ついて説明をするならば，ナポリ和音はサブド
ミナントの第５音が短六度上の音に変化してい
る。言いかえれば短調においてⅡの和音の根音
が増一度下に移動したメジャーコードになる。
転調の際は，このナポリの６度が良く用いられ
る。また，17世紀イタリアナポリの音楽家が，
オペラの見せ場で多用したことからも「ナポリ」
という名で呼ばれるようになった。例えば，ベー
トーベンピアノソナタ（ナンバー）月光の中で
も使用されており，３小節目３，４拍目にナポ
リの６度が出現する。
１小節：C♯m⇒２小節：C♯m/B⇒
３小節：A⇒D/F♯⇒
４小節：G♯7⇒C♯m/G♯⇒G♯sus4⇒G♯7…

＊網掛け部分がナポリの６度
　このように，感情的表現や和声進行の美しさ
を表す際に使用される。
　コンコーネ第36番は，a-moll（イ短調），４
分の２拍子，アウフタクト（弱起）で始まり，

１小節の４拍と２
小節目の２拍まで
は，歌の音と同じ
音を右手が１拍ず
つたたいています
が，３拍目はどう
でしょうか？
ここでは，Ｇ音か
らＣ音４度の跳躍
がありますね。４
度の跳躍を歌唱す
るための準備はど
こですればよいで
しょうか？

Ｔ：腕を上にあげ
ると支えの動きや
呼吸の流れが変わ
りませんか？

Ｔ：片手を胸の前
で旋律に併せて順
に上げ，２小節３
拍目の音の跳躍少
し前に大きく上に
あげる動きをする。

Ｔ：３拍目の音の
跳躍少し前に大き
く腕を上にあげる
タイミングを何度
か行う。タイミン
グになれたら，歌
いながら動くよう
指示する。

Ｓ：楽譜を見ると
なるほど，「歌いに
くさ」を感じた箇所
の伴奏が歌の旋律
と逆の動きをして
いることが見える。

Ｓ：腕を上げよう
とする少し前に起
こるからだの変化
に気づく。

♪歌唱２ ♪歌唱２ ♪歌唱２
Ｔ：２小節目やそ
の他同じ音型の部
分は改善が見られ
ました。
他に歌いにくさを
感じた箇所はあり
ますか？

Ｔ：伴奏を弾く Ｓ：先に練習した
４度の跳躍はずい
ぶん歌いやすく
なったと感じた。
しかし，10小節か
ら11小節のＣ音の
連続が歌いにくい
かもしれない。

Ｔ：和音の名前が
出てきてもピンと
こないと思いま
す。なので，こう
いう場合は，具
体的に「こちら
へ，あちらへ」と
いう感じで一つず
つボールを飛ばし
ながら歌うように
（和音を奏でなが
ら歌唱する）

　表２からは，下線部にあることが，表１同様
に，「なるほど」「見える」（太字）へつながっ
ていることが明らかである。また，第３番は，
先に述べたように，四声体の和声進行を基本と
した伴奏がつけられているため，歌唱するには
「歌いやすさ」（波線部）を感じるものの，実際
に歌唱してみると，音の跳躍―第３番では，２
小節目の２拍目から３拍目へ移行するための準
備に遅れが出てしまい，うまく歌唱できない場
合がみられる。

Ｃ音の連続について
　１音ずつ，伴奏の和声変化がみられるため，
歌いにくさを感じる。このような場合は，１音

発 達 教 育 学 部 紀 要

― 71―



18小節後に A-dur（イ長調）へと転調する。
最初は，２拍子であるが，短調で，足を引きず
るような印象を与える，旋律で始まり，13小
節目に明確な形でナポリの６度が出現し，その
後，イ長調に転調する。
　

表３：コンコーネ36番にみられる指導言
＊T…教員　S…履修生

ことに集中できないであろう。
　最後に第37番にも特徴的な和音が入ってい
る。一つはモーツアルトの５度が前半にあり，
後半にはフランス６度が入っている。
　モーツアルトの５度とは，モーツアルトの作
品によく使われているため，そのように呼ばれ
るようになったが，和音自体は，増６度の和音
である。この和音の種類には，前述のように，
国の名前がついているものもある。本楽曲にも
出現するフランス６度，その他には，ドイツ６
度やイタリア６度がある。
　６度の和音は，例えば，C-dur で考えた場合，
D7だが，D7の第５音が半音下がった音になり，
音の響きと響きがぶつかり合うことになってし
まうため，第二転回の形で使用される。音の響
きと響きがぶつかり合う２つの音が特徴的であ
るため，増６度と呼ばれる。
　増６度の和音の中で，D7で第５音が半音下
がった形を，37番に出現する「フランスの６度」
と言い，「フランスの６度」から第１音を省略
した形を「イタリアの６度」，さらに，第９音
♭をつけた音を「ドイツの６度」と呼ぶ。
　和声の進行を考えた際に，ドイツの６度をド
ミナントに進行させようとすると，第５音と第
９音に連続５度ができてしますが，これに関し
ては，禁則としないという限定的に認めること
になっている。またこの進行をモーツアルトが
良く使用していたことから，「モーツアルト５
度」と呼んでいる。
　第37番では，
　22小節３拍目に「モーツアルト５度」が36
小節２拍目に「フランス６度」が出現している。
　

表４：コンコーネ37番にみられる指導言
＊T…教員　S…履修生

ケース① ケース② ケース③
♪歌唱１ ♪歌唱１ ♪歌唱１
Ｔ：歌いながら，
「 あ っ な ん か 変
わったな」と感じ
るようなフレーズ
があったらあとで
教えてください。

Ｔ：伴奏を弾く Ｓ：途中で転調す
るのが難しそうだ
と感じている。

Ｔ：何か気がつい
たことはなかった
か訊ねる。

Ｓ：「途中♯３つ
に転調していた」
「伴奏の前打音に
よって歌いにくさ
を感じた」
「13小節目の音が
取りにくかった」

Ｔ：13小節目の音
が取りにくかった
のはなぜか訊ねる。

Ｔ：11小節目から
少し変化の兆候が
見られるので，11
小節目は，例えば，
エスカレーターに
乗って，少し不安
定の中徐々に上行
し て き て，12小
節の譜点４分音符
ではスムーズに移
動できていて，歌
いにくさを感じた
13小節に移る寸前
に，エスカレーター
を降りる動きをし
てみましょう。

Ｓ：イ短調なのに，
シに♭がついてい
たから，通常音階
と違う感じがした。

Ｓ：動きをしてみて，
支えを確認する。

♪歌唱２ ♪歌唱２ ♪歌唱２
Ｔ：取りにくいフ
レーズを意識した
歌い方でした。

Ｓ：音が取りやす
かった。

ケース① ケース② ケース③
♪歌唱１ ♪歌唱１ ♪歌唱１
T ： 3 7 番 は ，
Allegro brillante
をしっかり意識し
て歌唱しましょう。

T：特に brillante
を意識して伴奏を
弾く。

Ｓ：「音符が多い
ね」「輝くように
歌えるかな…」な
ど口々に言う。

　ここでのポイントは，先に「ナポリの６度」
が出てくることを伝えずに，「流れが変わった
な」，「歌いにくいな」と歌唱してみて，感覚的
にとらえられるようにしたところである。ここ
で先に「ナポリの６度」が出てくることを伝え
たならば，歌唱によって感じたり，表現したり
することに意識がいかず，「ナポリの６度」の
楽典的な内容に意識が向いてしまい，歌唱する
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４．ことばによる歌唱の学びについて
4－1　歌唱の学びを促すことば
　ここまでの議論を整理するならば，「ことば
は学びに直接つながる」という可能性は否定さ
れないが，ことば（ケース①）のみでは，身体
が楽器である歌唱学修に関しては，その学びは
半減するという視点が示された。したがって，
ことばのみではなく，ボディーランゲージ（ケー
ス②）も各場面で組み合わせて指導していくこ
とによってより深い学びがあることがわかる。
　また，ケース①～ケース③からは，
①「事柄（問題点）⇒ことば（説明）」
②「ことば⇒ボディーランゲージ（動き）」
③「ボディーランゲージ（理解）⇒学び」
といった学びの構図が見えてくる。
　
4－2　歌唱の学びの新たな可能性
　歌唱の学びについて，２つの観点（観点１．
即座に反応することができる応答力，観点２．
音楽に連関のある専門的知識を要する）をおき，
３つのケース調査（ケース①ことば，ケース②
ボディーランゲージ，ケース③演奏の変化）内
容の詳細を示し，学びの側面をみてきた。
　観点１．に関して言うならば，ことばのみに
よって歌唱の学びを深め，なおかつ即座に反応
することができる応答力を育むことは，指導者
が，いかに履修生が具体的に想像し，自分事と
して感じることができるような「ことば」を
使って指導ができるかに大きく左右されること
が明確となった。観点２．についていうならば，�
音楽に関連のある専門的知識がなければ，「な
ぜそうかんじたのか」の理由付けの説明ができ
ないであろうことが明確である。
　併せて，特に今回使用した，「コンコーネ50
番練習曲」には，歌詞の解釈がない教則本であ
るため，歌詞による解釈―例えば，「悲しい歌
詞（単語）がでてくるので，短調の音楽ですね」
といった，音楽的意味づけに乏しい説明では，
十分とは言えない。その説明のみでいかに歌唱
すべきかを考え，理解するには，履修生に相当
な歌唱経験が必要となろう。
　

T：楽譜を見ると，
４拍子の２拍目に
付点がありますね。
５小節目からは２
拍目と４拍目に付
点がありますね。

T：付点がある場
所で手を大きく叩
いてみましょう。

歌唱後
Ｓ：あまり輝かし
く華やかに歌えな
かった…などい
う。

♪歌唱２ ♪歌唱２ ♪歌唱２
Ｔ：付点のリズム
が明確になって，
輝かしさや華やか
さが表現できてき
ました。転調して
いるのか？と意見
が出ていますが，
すべて和声を感じ
て歌うと歌いやす
くなります。

ピアノで和声を弾
きながら，ゆっく
り一音ずつ歌う。

Ｓ：付点は歌い
やすくなったけ
ど，臨時記号がた
くさんついて，半
音階の進行が歌い
にくいと思う。で
もなんかこの部分
（「モーツアルト５
度」）が不思議な
感じだと思う。転
調しているみたい
に感じる。

Ｔ：ヨーデルみた
いな箇所はどうし
て音程が取りに
くいと感じるので
しょうか？

Ｔ：ヨーデルみた
いという意見が出
ましたので，両手
を口の横にあてて，
「ほっほほ～」で
歌ってみましょう。

Ｓ：ヨーデルみた
いな音程が歌いに
くい。
Ｓ：「ほっほほ～」
で歌ったらいいと
思う。

Ｔ：転調している
でしょうか？一つ
ずつ和音の構成音
を見てみましょう。
それから，同じよ
うな音の運びが前
にもあったか確認
してみましょう。

Ｔ：一つずつ和音
と旋律をばらしな
がら確認する。そ
の際，手を使って
音の高さを確認す
る。

Ｓ：この部分（「フ
ランス６度」）は転
調しているかもし
れない。でも調号
変わってないよね。

Ｓ：終わりそうで
終わらない？なん
か前にもこんな形
があったような感
じもあるよね…

♪歌唱３ ♪歌唱３ ♪歌唱３

Ｔ：その不思議な
和音は何の和音か
次週までに調べて
きましょう。

Ｔ：手を口の横に
あてて歌ったこと
で，遠くへ声を届
けようとする体の
動きをしながら歌
唱する。

Ｓ：さっきよりうま
く歌えた気がする。
Ｓ：転調はしていな
いけど，なんだか
不思議な和音かも
しれないと感じた。

　ここでも，先にどこに注視して歌唱するかは
伝えず，歌唱の中で感じることを優先させる活
動とした。このことにより，歌唱の旋律と伴奏
の音の進行に耳を澄ませ，どのような感覚を得
られるかを探ることが重要であると考える。
　第37番に用いられている「モーツアルトの
５度」や「フランスの６度」などは，楽曲内で
度々用いられているが，歌唱しながら和音自体
を正確に理解するには楽典と和声の知識が必要
となる。そのため，ここで重要なのは，「感じる」
ことを最優先にした。
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５．まとめと今後の課題
　本稿では，２つの視点から導き出した，３つ
のケース調査を通して，声楽の指導場面で発せ
られた「やりとり」に焦点をあて，それらの意
味を考察した。
　歌唱学修における各場面の一部を一覧にした
ことで，その時々に必要で，重要なことば（ケー
ス①）とボディーランゲージ（ケース②）があ
ることが明確に示された。
　歌唱は，自分自身が楽器であることから，別
の楽器に比べて，客観的に自分が発している音
を聞くことが非常に難しい。また，楽器である自
分の身体の中を見ることができないため，自分の
身体でありながら，どのように声が出て，どのよ
うにして音程を変えているかを見ることができな
い。今回の結果から，どちらか一方だけでの指
導では，履修者たちは十分に「歌唱」に活かす
ことができないことも同時に示唆された。
　一方で，今回は，声楽の初心者と経験者とが
入り混じっていたこと，音楽教育学専攻の学生
たちということで，何らかの音楽の経験を持っ
た上で本授業を受講していることから，音楽が
未経験である者への指導言として一般化するこ
とはできない。今後は，音楽経験の入口に歌唱
が使用される場合の指導言を追求するつもりで
ある。
　また，我々が使用している音楽ならではの「こ
とば」の中には，履修者が正しく理解できるも
のもあれば，そうでないものもある。また，「こ
とば」とともに，「ボディーランゲージ」を伴
うことで，その意味がより正しく伝わるもの，
そうでないものもあろう。しかし，そこには，
同じ空間で，同じ楽曲を感情豊かに歌唱したい
という気持ちを共有し，教員は履修生に寄り添
い，曲に対する思いや表現をくみ取って進めら
れるべき「ことば」によるつながりがある。教
員と履修生との間に交わされる「ことば」の意
味はその空間にいる両者によって直感的・感覚

的に理解されるはずである。教育現場の深い学
びや主体的な学びでともに創造され，形成され
る「ことば」をより深化させ，今回のように可
視化し，指導言として再構築を試みていきたい。
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